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1. はじめに     

 ユーザー数 95 万人を抱え、4 年連続で日本国内の産直通

サイトでの業界トップとなっている「食べチョク」を運営

するビビッドガーデン社（以下ビビッド社）と帝京大学の

間において同社の優良顧客分析、特に季節商品キャンペー

ンにおいて、同社の優良顧客はどのような購買行動を示す

のか？キャンペーンに反応するのはどのような顧客なの

か？に関して調査を進めることに合意し、共同研究を行っ

ている．ビビッド社の関心としては、季節ごとに行う果物

などの季節限定商品を新規顧客に購入して貰う中で、同サ

イトの優良顧客は、商品検索において特定品種の名前で検

索するなど「ワード」に拘った利用内容が確認されている． 

 そこで本研究においては「文字ベクトル」に着目し、キ

ャンペーン対象商品にたどり着く前の直近 10 商品の商品

名を文字ベクトル化し、その数値を彼らのキャンペーン対

象商品に対する関心度として捉え、今後それらの商品の購

買予測モデルの構築を行った．購買予測モデルの構築の流

れとして、まずはキャンペーン対象商品にたどり着く前の

直近 10 商品の商品名のデータ計 8728 人分を文字ベクトル

化する．そして、作成した文字ベクトルと特定の単語ベク

トル間がなす角のベクトル値から類似度を算出する。その

後、類似度から購買予測モデルを作成し、AUC によって評

価を行う． 

2. 先行研究 

我々が注目した先行研究は以下の通りである．単語・文

章ベクトルに関する先行研究として、Yamagiwa ら[1]は、デ

ータを独立な成分に分解する独立成分分析（ICA)を利用す

ることで、単語や画像の埋め込みに存在する「解釈可能な

トゲ」を見つけることができ、ICA で明らかになる埋め込

みの普遍的な形状について明らかにした． 

食品への知覚や表現の言語表現に関する先行研究とし

て、加藤ら[2]は、食品と美味しさを表す単語のメディアご

との使用傾向を明らかにした．陳ら[3]は、りんごの味覚成

分や物理特性から美味しさの客観的評価の傾向を明らかに

した． 
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3. フレームワーク 

近年注目を集める AI 分野の技術のなかに「自然言語処

理」があり、これを活用することで単語や文章の意味的な

強さを、定量化してベクトルとして表現することができる．

こうして算出された単語ベクトルや文章ベクトルが複数あ

る場合、ベクトル同士がなす角のコサイン値やユークリッ

ド距離を用いることで、単語や文章間の類似度を計算する

ことができる．この技術は検索エンジンや AI チャットボ

ットなどに組み込まれ、ビジネスやマーケティングの現場

に活用されている． 

本研究では単語・文章ベクトル間の類似度の計算によっ

て、企業が実施するキャンペーンが顧客の購買行動にどの

ような影響を及ぼすのかを客観的に明らかにすることを目

的とした．研究方法として。キャンペーンページへ行き着

くまでの 10 個の検索経歴を文章ベクトル化し、作成した

文章ベクトルと特定の単語ベクトルとの類似度を求め、比

較した．これにより、どのような単語に関心を持つ人が、

キャンペーンページにクリックするのかを探求した． 

先行研究などの分析を経て、我々は顧客がキャンペーン

に辿り着くまでのカスタマージャーニーを分析するべく、

キャンペーンページに辿り着く直前までに辿った商品名デ

ータを 10個用意し、それらを合計 8728 人分のデータを用

いて分析を行った．それらの商品名を文字からベクトルに

変換する為に Word Embeddings の手法を利用してベクトル

化を行った．ベクトル化を行う際に対象のキーワードを「リ

ンゴ」とし、リンゴと 1 セット 10 個の商品名から構成され

る文書データの類似度を算出した．算出された類似度を用

いて、りんごを購入するかしないかのモデルの構築を最終

的に行った． 

 

図 1 文字ベクトル計算に用いる文章データ 
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4. 現時点での分析結果 

総データ数 8728 人分を文字ベクトル化した類似度の平

均値は 0.41 となり、最大値 0.596、最小値が 0.128 となっ

た．また、この類似度を基に対象記事に訪問後にリンゴを

購入したかどうかをダミー変数として表したデータ（1：購

入, 0：未購入）を用いて購買予測モデルを構築した結果、

AUC 値は 0.61 となった． 

5. 考察 

AUC の数値としては目覚ましい結果を未だ得られては

いないが、ビビッド社が現状使っているモデルも 0.65 程度

であることから、これから述べる考察次第でより実務的に

有益なインサイトが得られると研究を進めている．技術的

な課題としては、りんごとりんごの品種が文字ベクトルモ

デル上で結びつかなかった点が問題点として挙げられる．

この結果から、農産物商品を定量的なアプローチによって

予測する難しさが浮き彫りとなった．その他にも、食べチ

ョクの利用者の特殊性から、通常の EC サイトやスーパー

マーケットのような数量データを用いた購買予測が非常に

難しいことも挙げられる．今後は利用者に対して行うアン

ケート調査ベースの定性データを取り扱った調査を行って

いきたい． 
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